
竹下

編
集委員からの一言

　退職後、温泉やゴルフを楽しんでいましたが、70 歳で自動車免許を返上
し、活動範囲が狭くなりました。ボランティアを始めたいと思い、市で紹
介されたのが「ＮＰＯ法人 子育てネットワーク・ピッコロ」でした。自分
の子育ては妻に任せっきりでしたが、Ｋ― net 子育て広場等で、大好きな子
どもたちと触れ合っています。泣いていた赤ちゃんが、自分の抱っこです
やすやと眠りにつくと幸せを感じます。時代が変わり、今のお母さんたち
は大変です。そんなお母さんたちの手助けができたらと思います。

（竹下）

ピッコロ提供会員　山本 祐庸さん

　父親の病をきっかけに、家庭内
農業に限界を感じ、10 年ほど前か
ら家族以外の人に働いてもらって
います。
　ハウス栽培の各段階の細かい作
業も女性は集中してうまくやって
くれます。家族以外の人と働くこ
とで良い緊張感も生まれました。
農業は男女、年齢を問わずできる仕事だと思います。スタッフには市外から農業
を志す女性も通っています。更衣室を設け、休憩室に電子レンジを置き、週休２
日制を取り入れる等、女性が長く働きやすい環境作りにも取り組んでいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐野）

女性の力を入れて新しい農家に！

高橋弘美

編
集委員からの一言

　昨年大病を患いました。突然のことにいろいろと不安はあり
ましたが、妻が正社員であることで、経済的な面での安心感は
ありました。
　大きくない会社なので、今まで休
暇は取りづらかったのですが、今回
の病気で、会社には「ゆっくり治し
ておいで」と言われ、長期の休暇も
いただき、協力的であることがあり
がたかったです。
　家族や会社の支援があり治療に専
念できたと思います。もし、同僚や
部下が病気や家族を支えるための休
暇が必要になっても、以前とは違う
見方ができると思います。

（福田）

　小学生二人の父親です。妻もフルタイムで働いて
いるので、家事・育児は半分ずつ担っています。子
どもたちの学校行事では、ＰＴＡの集まりは妻が、図
書ボランティアの読み聞かせは私、と二人で参加す
るようにしました。日本の男性は働き過ぎですね。
英語に「work to live」という言葉があります。仕事
だけでなく家族や趣味も大切です。子どもとの時間
は大事。疲れていても子どもと楽しく遊んだことが、
いつか良い思い出になると思いますよ。　　    （竹下）

親子英会話サークル　ウェイン・バクスターさん

　今は、一家４人の専業主夫です。授乳以外の家事育児は
すべてやっています。大変だけど子どもの成長を間近で見
られるのは面白いです。育児は、幼児教育に携わる身とし
ても、親としても自分メインでやるつもりでしたので、妻
にも自分から申し出ました。実家の親も息子の自分が育休
を取ることに好意的で、よく遊びに来てくれます。職場や
同僚にも恵まれ、折々に園の様子を知らせてくれます。育
休を取って２年半。同僚のママ友とお茶やランチをしたり、
児童館にも行きますよ。育休明けの仕事について不安がな
いとは言えませんが、恵まれた職場に感謝しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 川村 )

ゆりかご幼稚園教諭　古畑 翔悟さん

　２年前、妻の大腿骨骨折をきっかけに７６歳で
介護と家事をすることになりました。結婚してか
ら仕事や様々な会の世話役等、やりたい放題にや
らせてもらい、家事や育児、体調管理まですべて
妻任せでした。ですので、初めは本当に大変でし
た。料理、洗濯、掃除、買い物、ごみの分別、布
団干し等細かいところは入院中の妻に電話で聞き
ながら覚えていきました。ちょっとした大工仕事
までやってしまう活発な妻が動けないのは、本当
につらいと思います。ですので、妻に感謝して、いつも笑顔で妻
に頼まれたことは最優先でやっています。介護はいつ起こるかわ
からないので、通帳や衣類の保管場所くらいは、知っておいた方
がいいと思いますね。　　　　　　　　　　　　　　　（高橋弘美）

シルバー人材センター副会長
大西 恒彦さん

　一人暮らしが長かったので、家事等
もできることは、自分でします。無理
やり人にやらせる人にはなりたくない
と思っています。イタリア料理にはこ
だわりがあり日常的に食べたいので、
自分で作るのが一番おいしくできて安
上がりです。パスタは私が、和食は妻
が、という風に料理は得意な方が作り
ます。イタリアは今でも「家事や育児
は女性がこなすもの」という意識が根
強く残っています。子どもの頃、父や
祖父を見ていて、疑問に思っていました。大学では、社会学で日本
のことや日本のジェンダー研究（Gender Studies）を学びました。
日本に住む友人たちと日本のジェンダーのあり方について話すこと
もあります。妻とよく話をすることが夫婦円満の秘訣でしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋佑夏）

　家族は 4 人、妻と一男一女の子ども二人です。結婚
してもすぐには子宝に恵まれず、子どもが生まれた喜
びはひとしおでした。ギターや工作等得意なことを活
かして自分らしい子育てに全力を注ぎ、子どもととこ
とん楽しみを共有します。男女が平等なら、老若も平等、
親子関係は対等と考え、子どもとつき合っています。
　不惑の年に地域貢献で、在住市の児童福祉審議会委
員を始め、今は会長です。今まで知らなかった昼間の
街の姿やその人脈から新しく気づいたこともあります。
　勤め先の大学の先生方からも多くを学び、「介護も子
育ても一緒」と教えられ、次世代を考えるなかで、保

育士の資格も取りました。
　「こういう結婚をする・ああいう会社に勤める」
という価値観に意味はなく、型にはまらない生き方
でも信念を貫くことはできます。「知識」は蓄積す
るより惜しみなく分け与える方がいい。ワークライ
フバランスとは「時間」と「お金」をうまく使うこ
とではなく、自分や家
族、職 場 で の「情 操」
を整えるのにとても有
効 な も の で は な い で
しょうか。

大学職員　池田 拓さん

45 自分の中にある無意識な男性への期待に気づきました。相手を変えるには、まず自分から。私たち女性の意識を変えることも大切ですね。今回は妻を介護されている男性へのインタビューでした。男性が介護をすることが、自然なこととして、社会が受け入れるともっと人は
生きやすくなるのではないかと思いました。

手を組めば新しい風

せつ ひろ

ミスター

しょうご

ゆう よう

競争社会のなかで

中村　彰さん
　団塊の世代の私は古希を迎えました。敗戦
後の混沌とした時代に生を受け、貧しさの中
でも、新しい国づくりに燃える世を生きてき
ました。オンボロ校舎の教室ではち切れるほ
どのクラスメート。すし詰め教室で学びまし
た。前年までだとやすやすと合格を勝ち得た
大学に入りたくても、激しい競争が待ってい
ました。世はミニスカートが流行り、華やか
な青春時代を生きることになりました。一方で、激しい大学
紛争の当事者でもありました。幼いころから、競争を勝ち抜
くことを求められ、自らその競争の連続に立ち向かっていき
ました。

　どの仕事に就くかも競争でした。就職後も出世の道という
サバイバルを生き抜きました。定年後、やっと、自分ペース
で生きられるようになったと、一息つきました。

　高齢になり気づいて見れば、自力で生きていけるあいだは
いいにしても、介護を受ける身になれば、介護施設、ヘルパー
さん、介護士さん、理学療法士さん、作業療法士さんの世話
にならなければなりません。墓地だってー。やはり、競争です。
ほかの世代より激しい競争を生き抜いていくことを余儀なく
されています。競争の明け暮れで、男たちが、身体も心も疲
弊しています。

　生き方を見つめなおそうよ。息苦しいとき、立ち止まって
もいいではないか。新しい生き方探し。

　私は仲間とメンズリブという取り組みを始めました。私は、１
９８９年（平成元年）を「男性学元年」と名付けました。男の悩み
相談の窓口を開設しました。女性たちがウーマンリブの声をあげ
てから、数十年遅れて、男たちの自分探しを始めることができま
した。

　双方の活動が相まって「男女共同参画社会」の実現を目指すこ
とになりました。

　いち早く、１９８９年夏に、読売新聞大阪本社版の生活面で、「男
性学元年」というタイトルをつけて、私たちの紹介を記事にして
くれています。

　５０歳で、勤めていた新聞社を退職して、市民活動に専念する
ことになります。講演活動、大学非常勤講師で糧を得ながら、フリー
で活動を続けることになりました。いくつかの行政の男女共同参
画審議会委員、男女共同参画センター運営委員にも関わりました。
とよなか男女共同参画推進センター・すてっぷ館長、茨木市立太
田公民館館長を経て、７０歳で公務を降りました。

　これで悠々自適、のんびりすると思いきや、ボランティアであ
りますが、いま、インターネットラジオのパーソナリティーを始
めました。最高齢パーソナリティーとして、番組づくりに励んで
います。競争社会で身につけた生き方を、今もなお、続けています。
 　しかしながら、生き方探し、見つめ直しを学んだことで、休息
タイムを、うまく取り入れていると自負しています。

◀中村さんの著書を、６ページで紹介しています

メンズリブ市民活動、男性学の背景

｢男らしさ｣に縛られることなく、自分らしく生きている
メンズリブの中村さんや、清瀬の男性たちをご紹介します

Mr. スクエアを
　　　   探して

インタビュー

病気になってわかったこと

会社員　平川 節寛さん

育休、取ってみたら面白いですよ。

大変なお母さんたちの手助けを！家族の時間が、大切な思い出に７０代で家事の大変さを知りました

父や祖父が、反面教師です
会社員　オルシニ・ジュリオさん

女性の力を入れて新しい農家に！
関ファーム　関 健一さん 「子どもの成長を見逃すまい」と始めて

（桑山）


